
（９） No.722広報 平成23年1月10日 

おしらせHOTコーナー 
       

草
加
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

Q
１
月
２３
日
豸
　
午
後
５
時
開
演 

L
草
加
市
文
化
会
館 

P
一
般
２
５
０
０
円
・
小
学
生
〜
高
校
生

１
０
０
０
円
（
当
日
５００
円
増
し
） 

O
草
加
在
住
の
ジ
ャ
ズ
・
ポ
ッ
プ
ス
・
演

歌
歌
手
の
音
楽
と
草
加
よ
さ
こ
い
の
踊
り

に
、
つ
の
だ
☆
ひ
ろ
が
加
わ
り
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
す
。 

出
演
／
つ
の
だ
☆
ひ
ろwith FRIENDS

、

ワ
ッ
シ
ー
＆
ル
ー
ツ
バ
ン
ド
、Jimbo's

　

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
真
渕
り
か
、
橘

和
希 

M
草
加
市
文
化
会
館
で
販
売
中 

J
譛
草
加
市
文
化
協
会
蕁
９３１
・
９
３
２
５ 

  

第
３
回
協
働
フ
ェ
ス
タ 

Q
１
月
２９
日
貍
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

３
時
３０
分 

L
越
谷
市
中
央
市
民
会
館
お
よ
び
前
広
場 

O
越
谷
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
の
発
表
・
展
示
等
。

日
本
理
化
学
工
業
㈱
取
締
役
会
長
の
大
山

泰
弘
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
「
働
く
幸
せ
」

も
あ
り
ま
す
。 

J
地
域
活
動
推
進
課
蕁
９６３
・
９
１
５
３ 

  

第
１０
回
な
ま
ず
の
里
よ
し
か
わ
「
逸
品
朝

市
」 

Q
１
月
３０
日
豸
　
午
前
９
時
〜
正
午 

L
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す 

O
地
元
の
採
れ
た
て
野
菜
や
な
ま
ず
特
産

品
な
ど
お
店
の
逸
品
を
販
売
し
ま
す
。
今

回
の
逸
品
朝
市
は
お
正
月
に
ち
な
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。  

J
な
ま
ず
の
里
よ
し
か
わ
逸
品
朝
市
事
務

局
　
よ
し
か
わ
観
光
協
会
蕁
９８２
・
９
６
９

７
、
吉
川
市
商
工
会
蕁
９８１
・
１
２
１
１ 

  

第
６
回
ま
つ
ぶ
し
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

Q
２
月
６
日
豸
　
午
後
２
時
開
演
（
１
時

３０
分
開
場
） 

L
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
東
武
伊
勢

崎
線
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
） 

O
松
伏
町
内
の
吹
奏
楽
団
が
一
堂
に
会
す

る
吹
奏
楽
の
祭
典
で
す
。
１００
名
を
超
え
る

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
「
合
同
演
奏
」
は
圧
巻
で

す
。
お
聴
き
逃
し
な
く
！ 

出
　
演
／
エ
ロ
ー
ラ
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
町
内
高
校
・
中
学
校
の
各
吹
奏
楽

部
ほ
か
※
「
合
同
演
奏
」
は
飛
び
入
り
大

歓
迎
。
楽
器
を
持
参
の
う
え
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。 

P
無
料
（
要
整
理
券
。
松
伏
町
教
育
委
員

会
お
よ
び
中
央
公
民
館
な
ど
で
配
布
予
定
） 

J
松
伏
町
教
育
委
員
会
教
育
文
化
振
興
課

蕁
９９０
・
９
０
１
１ 

  

み
ん
な
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
　
講
演
会 

Q
２
月
５
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
〈
受

付
は
午
後
０
時
３０
分
〜
〉 

L
鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

三
郷
駅
ま
た
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
三

郷
中
央
駅
か
ら
東
武
バ
ス
金
町
行
き
大
膳

橋
経
由
「
八
木
郷
橋
」
下
車
徒
歩
３
分
ま

た
は
三
郷
中
央
通
り
経
由
「
鷹
野
文
化
セ

ン
タ
ー
入
口
」
下
車
徒
歩
２
分
） 

O
講
演
会
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い

い
」
、
企
業
賞
表
彰
式
、
人
権
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
、
啓
発
品
の
配
布

ほ
か 

J
三
郷
市
総
務
課
人
権
推
進
室
蕁
９３０
・
７

７
５
１ 

■
２
月
の
休
館
日
の
お
知
ら
せ
 

八
幡
・
八
條
図
書
館
…
毎
週
月
曜
日
 

駅
前
出
張
所
図
書
窓
口
…
毎
週
土
・

日
・
月
曜
日
、
祝
日
 

広
が
れ
！
 
小
・
中
・
高
の
連
携
 

○
八
潮
市
ジ
ョ
イ
ン
ト
教
室
 

○
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
贈
呈
式
 

      　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

■
一
般
書
 

「
月
の
さ
な
ぎ
」
 

石
野
　
　
晶
　
著
 

「
風
の
な
か
の
櫻
香
」
 内

田
　
康
夫
　
著
 

「
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
双
子
」
上
・
下
 

大
崎
　
善
生
　
著
 

「
砂
の
王
国
」
上
・
下
 荻

原
　
　
浩
　
著
 

「
純
恋
」
 

新
堂
　
冬
樹
　
著
 

「
前
夜
の
航
跡
」
 

紫
野
　
貴
李
　
著
 

「
地
の
は
て
か
ら
」
上
・
下
 

乃
南
　
ア
サ
　
著
 

「
坂
も
の
が
た
り
」
 

藤
原
緋
沙
子
　
著
 

■
児
童
書
 

「
カ
ラ
ク
リ
江
戸
あ
ん
な
い
」
 

太
田
　
大
輔
　
文
・
絵
 

「
星
と
宇
宙
の
ふ
し
ぎ
１
０
９
」
 

永
田
　
美
絵
　
著
 

「
糸
に
染
ま
る
季
節
」
 

大
西
　
暢
夫
　
写
真
・
文
 

「
大
ど
ろ
ぼ
う
疾
風
組
参
上
！
」
 

岩
崎
　
京
子
　
作
 

「
ち
い
さ
な
つ
き
が
ら
す
」
 

マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー
　
作
 

「
お
か
あ
さ
ん
は
、
な
に
し
て
る
？
」
 

ド
ロ
シ
ー
・
マ
リ
ノ
　
作
・
絵
 

「
ま
つ
り
」
 

い
せ
ひ
で
こ
　
作
 

          　
１２
月
３
日
、
市
内
の
全
中
学
校
で
「
入

学
説
明
会
及
び
第
１
回
八
潮
市
ジ
ョ
イ
ン

ト
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
全

域
で
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
教
室
は
今
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
事
業
で
、
小
学
校
６
年
生
が
中

学
校
で
の
生
活
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

中
学
校
入
学
へ
の
不
安
解
消
に
役
立
て
る

も
の
で
す
。
各
中
学
校
で
は
趣
向
を
凝
ら

し
、
体
験
授
業
や
在
校
生
と
小
学
生
に
よ

る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

小
学
生
は
、
４
月
か
ら
の
中
学
校
生
活
が

待
ち
遠
し
い
様
子
で
し
た
。
 

　
ま
た
、
市
内
で
は
小
中
学
校
の
連
携
だ

け
で
な
く
、
高
等
学
校
と
の
連
携
も
少
し

ず
つ
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
八
潮
南
高
等
学
校
の
生
徒
会
が
、
「
市

内
の
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
し
、
世
界
の
子
ど

も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
よ
う
」
と
、

市
内
の
小
中
学
校
に
呼
び
か
け
、
八
條
北

小
学
校
と
八
潮
中
学
校
が
こ
の
取
り
組
み

に
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１０
月

２６
日
に
は
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
贈
呈
式
が
八

潮
南
高
等
学
校
で
行
わ
れ
、
２
校
で
集
め

ら
れ
た
、
約
一
万
個
の
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
が
、

佐
部
生
徒
会
長
の
手
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

           J
小
中
一
貫
教
育
推
進
室
蕁
A
３
９
８ 

     　
　
　
信
号
機
 古

新
田
　
　
三
ヶ
島
千
枝
 

交
差
点
の
信
号
機
は
 

一
日
中
 

赤
青
黄
を
繰
り
返
す
 

 信
号
が
赤
に
な
る
と
 

歩
く
人
も
運
転
手
も
 

交
差
点
の
手
前
で
止
ま
る
 

交
差
点
を
上
か
ら
見
る
と
 

蟻
の
よ
う
に
う
ご
め
く
人
の
群
れ
は
 

マ
ス
ゲ
ー
ム
が
終
わ
っ
た
よ
う
に
 

四
方
の
道
に
納
ま
る
 

停
電
し
た
信
号
機
に
は
 

警
察
官
が
汗
だ
く
に
な
っ
て
手
信
号
す
る
 

 目
の
前
で
事
故
が
あ
っ
て
も
 

信
号
機
は
点
滅
す
る
だ
け
 

夜
の
更
け
た
交
差
点
 

薄
闇
に
包
ま
れ
 

信
号
機
の
赤
が
ぬ
れ
て
い
る
 

  

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

相
槌
を
打
つ
人
も
な
く
黄
昏
の
 

　
　
　
風
を
友
に
し
路
地
裏
を
行
く
　
　
 

八
潮
七
　
　
深
井
　
　
健
 

桜
葉
が
静
か
に
落
ち
る
夕
景
色
 

　
　
　
今
年
も
僅
か
秋
は
暮
れ
ゆ
く
 

八
潮
二
　
　
近
藤
し
げ
い
 

リ
ホ
ー
ム
で
母
の
形
見
が
甦
る
 

　
　
　
在
り
し
日
の
母
好
み
し
羽
織
 

木
曽
根
　
　
岡
村
　
富
子
 

寒
空
に
売
り
手
買
い
手
も
福
求
め
 

　
　
　
新
年
に
夢
追
う
大
酉
の
市
 

南
川
闢
　
　
松
谷
　
永
子
 

友
四
人
忘
年
会
を
カ
ラ
オ
ケ
で
 

　
　
　
一
年
の
無
事
ジ
ュ
ー
ス
で
祝
う
 

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

枯
れ
て
な
お
強
く
巻
き
つ
く
野
ぶ
ど
う
の
 

　
　
　
蔓
の
尖
端
よ
り
ほ
ど
き
ゆ
く
 

中
央
一
　
　
杉
山
　
正
巳
 

ひ
と
と
せ
の
青
い
秋
空
去
り
ゆ
き
て
 

　
　
　
木
枯
ら
し
吹
き
し
寒
き
窓
辺
に
 

鶴
ヶ
曽
根
　
　
斉
藤
　
京
子
 

庭
先
は
裸
木
に
な
り
て
陽
が
満
ち
ぬ
 

　
　
　
忙
し
き
年
間
も
な
く
終
わ
る
 

木
曽
根
　
　
闍
谷
　
多
門
 

初
日
の
出
こ
の
寒
さ
で
は
凍
て
し
ま
ま
 

　
　
　
昇
り
来
る
か
な
裾
野
見
詰
む
る
 

  

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

鼻
先
に
柚
を
集
め
て
湯
に
潜
り
 

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

寒
木
の
枝
黒
々
と
虚
空
か
な
 

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

餅
つ
き
の
音
大
空
へ
響
き
け
り
 

鶴
ヶ
曽
根
　
　
小
金
丸
美
智
子
 

公
園
を
巡
り
来
た
り
し
初
雀
 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

霜
焼
の
指
を
包
み
し
大
き
な
手
 

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

人
波
や
掛
け
声
手
締
め
酉
の
市
 

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

成
人
式
首
に
巻
か
れ
し
白
う
さ
ぎ
 

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子
 

落
ち
葉
掃
く
櫻
咲
く
春
を
思
い
つ
つ
 

緑
町
一
　
　
溝
口
え
い
い
ち
 

残
る
蝿
こ
こ
に
居
る
ぞ
と
釜
の
蓋
 

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

つ
る
し
柿
夕
日
は
人
も
そ
め
に
け
り
 

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

正
月
や
我
に
も
あ
り
し
父
の
膝
 

垳
　
　
　
沼
野
　
あ
い
 

片
言
の
ひ
孫
キ
ス
す
る
小
春
か
な
 

伊
　
草
　
　
初
川
　
れ
い
 

咲
き
残
る
白
菊
香
る
夕
べ
か
な
 

南
川
闢
　
　
岡
　
　
澄
子
 

落
ち
葉
散
る
年
も
重
ね
て
や
し
お
苑
 

南
川
崎
　
　
益
川
　
美
雪
 

冬
め
く
や
富
士
の
姿
を
窓
に
し
て
 

南
川
闢
　
　
大
川
三
つ
江
 

秋
時
雨
母
の
肩
か
け
出
し
て
み
る
 

J
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３ 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

　
つ
き
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
　
の
　
　
　
　
　
あ
き
ら
 

　
か
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
く
ら
こ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
　
だ
　
　
　
や
す
　
お
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
た
　
ご
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
さ
き
　
　
　
よ
し
　
お
 

　
す
な
　
　
　
お
う
こ
く
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぎ
わ
ら
 
 
 
 
　
ひ
ろ
し
 

 
じ
ゅ
ん
こ
い
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ん
ど
う
 
 
 
ふ
ゆ
 
き
 

 
ぜ
ん
 
や
　
 
 
 
こ
う
せ
き
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
 
の
　
 
 
 
き
 
り
 

 
 ち
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
な
み
 

 
さ
か
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
じ
わ
ら
　
 ひ
 
さ
 
こ
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
 
ど
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
お
 
た
 
 
 　
だ
い
す
け
 

 
ほ
し
　
 
 
う
ち
ゅ
う
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
が
 
た
　
 
 
 
み
 
え
 

 
い
と
　
 
 
 
そ
　
 
 
 
 
 
き
 
せ
つ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
お
に
し
　
 
 
の
ぶ
 
お
 

 
お
お
　
　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
っ
ぷ
う
ぐ
み
さ
ん
じ
ょ
う
　
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
わ
さ
き
　
 
 

き
ょ
う
こ
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

　市税などの収入確保は、財政健全化および税の公平性の観点から、最
も重要な課題となっています。税収が不足するとさまざまな事業が出来なく
なる恐れがあります。 
　このため、市では通常の徴収業務に加え、昨年１０月から今年の２月まで
「市税等収納率向上特別対策」を実施しています。特に、１１月から１月ま
でを埼玉県下一斉に滞納整理強化期間と位置付け、１月を「差押強化（※）
月間」として滞納処分に力を入れています。 

※差押強化とは、給与、預貯金、生命保険といった債券や不動産などの
財産調査を行い、差し押さえを執行することです。なお、給与の差し押さえ
の際には、勤務先などに給与の支払状況を確認し差し押さえを行います。 

J納税課蕁B２０７ 

は
な
 

納税課からのお知らせ！！ 

１月は『差押強化月間』です  


